
葵 の 葉 

小中一貫教育「二輪草学びのエリア」（赤塚小・赤塚新町小・紅梅小・下赤塚小・赤塚三中） 

 

 

学びは未来への「栄養素」 ～なぜ勉強するのでしょうか～ 

 

 夏に向かっていく今日この頃、校庭の緑が一段と濃くなってまいりました。今年度最初の定期

考査を終え、生徒の皆さんは一息ついているところでしょうか。部活動の大会等も行われるこの

時期ではありますが、学習にも一段と意識を向けていってほしいと思います。 

 さて、これまでに「なぜ、勉強しなければいけないのだろう？」という疑問をもったことはな

いでしょうか。これは、多くの生徒が一度は抱く、とても大切な問いです。もし、私が生徒から

そのような質問を受けたとき、いつもこう答えるようにしています。 

「勉強は、大人になるための栄養素なんだよ」 

 私たちの体が、さまざまな食べ物から得られる栄養素によって健康を育つのと同じように、中

学校で学ぶさまざまな教科は、皆さんの豊かな将来をつくるための欠かせない「心の栄養素」な

のです。 

 それぞれの教科の「栄養素」を整理すると、およそ次のようなものではないでしょうか。 

• 国語・数学・英語は、すべての学びの基礎であり、自分の考えを深め、他者と意思疎通

を図るための「思考とコミュニケーションの元」となります。 

• 理科・社会は、私たちが生きるこの世界の仕組み、すなわち自然科学や社会科学を理解

し考えるための力を養います。 

• 音楽・美術は、豊かな感性や自分らしさを表す表現力を育んでくれます。 

• 技術・家庭は、よりよい生活や社会を支える産業について学ぶ大切な機会です。 

• 保健体育は、生涯にわたって健康な身体を維持していくための土台をつくります。 

 さらに詳しいことは、是非習っている各教科の先生方に聞いてみください。 

こうして見ると、どの教科も自分を成長させるために欠かせない、大切な栄養素であることが

わかります。 

 日々の学習に向かうときは、自分にとって得意なものも苦手なものも、すべてが自分の未来を

つくる「大切な栄養素」であることを意識してみましょう。好き嫌いせず偏りなく栄養をとるこ

とで、皆さんの可能性は大きく広がっていきます。 

 勉強という素晴らしい栄養をたっぷり吸収して、残りの１学期の日々を充実したものにしてい

きましょう。   （この文章は、6月 8日実施の全校朝礼での校長講話を基に書きました。） 
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＜赤三中トピックス（６月）＞ 

★第 66回運動会が盛大に行われました！ 

5月 29日（金）、今年度の運動会が実施されました。天候は暑くなりすぎずのまずまず

の天気でしたが、風が強く、砂が巻き上がる中、生徒の皆さんは全力で頑張っていまし

た。今回のスローガンである「天下無双」とは、この世に二つとないほど優れていて、並

ぶ者がいないことを意味しています。700名を超える生徒の団結や友情、努力はこの世に

二つとないほど優れていました。赤三中の集団美を体現してくれた素晴らしい運動会で

した。PTA役員の皆様、ボランティアの皆様のご協力も細かなところまでご配慮いただき

大変ありがたいものでした。PTA の皆様の集団美も生徒に負けないくらいの力強さを感

じました。ありがとうございました。またこの日は平日にも関わらす多くの来賓の方々、

保護者の方々のご参観をいただきました。これまで以上の多くの方々にご参観いただい

たということで、ご不便をおかけしてしまったところもあったかと思いますが、生徒の

頑張りに対する大きな声援や拍手は、何よりの励ましでした。今後とも生徒の活動をご

支援いただけますと幸いです。この運動会の成果や課題を生徒とともに省察し、次の活

動の発展に向けて生かしていきたいと思います。今後ともも赤塚第三中学校をよろしく

お願いいたします。 

 

★プール開きを行いました！ 

 6月 19日（金）、この日は期末考査の最終日。いつもよりも気温が上がって夏の雰囲気

も感じられた日でした。テストが終了し、一般

生徒は下校となりましたが、これから始まる水

泳の授業に向けて体育委員の代表とプール開

きを行いました。新しく注水した水が太陽光で

輝くプールの四隅に盛り塩を置き、お清めをし

て今年の随英の授業での安全を祈りました。水

泳の授業では、生徒の状況を複数の教員で監視

するなど安全管理を徹底しており、これまで事

故はありません。今年も事故が絶対にないよう

に細心の中を押しながら進めて参ります。 



 


